




Within-host variations of human papillomavirus reveal APOBEC 
signature mutagenesis in the viral genome. 
 (ヒトパピローマウイルスの宿主内多様性から明らかになったウイル
スゲノムの APOBEC 型変異) 
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【方法】HPV16/52/58陽性 CIN/ICC 患者 151例（CIN1, n=56; CIN2-3, 

















【結論】一般に HPV を含む DNA ウイルスのゲノム配列は RNA ウイルスと
比べて安定であると考えられてきたが,本研究により HPV のゲノム配列が
宿主 APOBEC タンパク質による変異導入を受けていることが明らかになっ
た.APOBEC タンパク質は一本鎖 DNA を標的にすることから,CIN1 で高頻度
に検出された C-to-T変異は,HPVゲノム複製の際に露出した一本鎖 DNA
に APOBEC タンパク質が作用した結果と考えられた.癌化における役割は
不明であるが,APOBEC 型変異は HPV ゲノム配列の多様性を生み出すこと
に関与している可能性が示唆された. 
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